
進路について





【０．はじめに】



○自分の将来について考え、

目的・目標を持って決断する

義務教育を修了

↓

自分自身を成長させる

新しい生活の始まり

進路とは



【本日の内容】

１．進路先の決定に向けて
２．公立高校の入試制度
３．私立高校の入試制度
４．入試について その他
５．必要な費用と支援金
６．進路の日程



【１．進路先の
決定に向けて】



〔１〕就職

・ ハローワーク（職安）を通しての
 就職が望ましいが、現実的には縁
    故関係で決まる場合が多い。

・ 就職希望者は早めに申し出て
 ください。



〔２〕進学

・公立（全日制、定時制、通信制）

・私立（全日制、定時制）

・私立 高等専修学校

・私立 サポート校・通信制

etc・・・



〔２〕進学

その学校の特色は？
⇒学べる内容、学校行事、進路指導、教育目標

通学時間や制服で絞り込む

部活動や進学実績などを調べる

進学先を決めるために…

自分の学力と比べて
⇒内申点、模試の結果



〔２〕進学

①合同説明会（７月、８月）

②学校見学会（夏休みに多い）

③授業体験会（特に専門学科）

④学校説明会（秋に多い）

ほとんどの場合、事前予約が必要です

①以外は各高校のHPを見てください

自分の目で学校を見てみよう！



〔２〕進学

動き出しは早めに

秋になると・・・
部活の大会、模試や検定試験
後期中間テスト（11/4～6）
説明会の日程が重なることも



【２．公立高校
の入試制度】



（１）学力検査
１教科５０分、５教科

（２）特色検査（一部の高校）
・面接試験
・実技検査
デッサン、スポーツ、独唱や演奏など

・自己表現検査
教科横断的な設問、スピーチ、グループ討論

〔１〕公立高校の入試
原則として
住んでいる県の学校しか
受検できません



（３）調査書

評定（135点満点）＝
２年学年末の評定（45点満点）

＋
３年12月評定×２（90点満点）

※部活や委員会等の記録は
加点されません



（４）選考基準
Ａ：調査書の評定
Ｂ：学力検査
Ｃ：特色検査

（特色検査は一部の高校のみ）



（５）二次選考
・定員の１０％（というところが多い）

・評価について
学力検査＋評定（主体的のみ）
＋特色検査（一部）

・調査書の評定は主体的に
学習に取り組む態度の観点のみ



（６）その他
①二次募集について
共通選抜で定員に

満たなかった場合
その欠員分だけ募集する
⇒募集しない高校の方が多い



②公立高校合格の場合必ず進学

⇒合格発表前の
志願取消なら可能

例：受検後に私立高校に合格した場合

③県外の公立高校を受ける場合
⇒早めに担任に相談を



【３．私立高校
の入試制度】



全日制、定時制、通信制

・普通科進学コース
・普通科特進コース
のように同じ学校の同じ科の中でも
様々なコースやカリキュラムがある
ことが多い



併願

推薦

単願・専願

オープン

・・・第２希望の約束

第１希望の約束}
・・・上記の約束はない

受験する県に制限はありません【受験方法】



① 私立１校だけを受験。

 合格した場合必ずその高校に入学する。

② 面接試験のみ、という高校が多い。

③ 成績、学習意欲、中学校における生活
態度、欠席・遅刻・早退日数、人物等が、
志望校の推薦基準に達していて、中学校
長が責任を持って推薦書を書ける生徒が
対象。

推薦 入試相談あり



① 私立１校だけを受験。

 合格すれば必ずその高校に入学する。

② 推薦との違いは一般入試での受験に

 なる（学科試験が多い）こと。

③ 成績などの基準があり、それを満たす   

生徒が対象

単願・専願

学科試験は高校ごとに特徴があり、出題傾向も公立のものと
比べて難しいものが多い。事前に過去問などを確認したい。

入試相談あり



① 第１希望が別の高校で、第２希望で受験するとき。

 第１希望の高校が不合格の場合、必ず入学することが

条件。

② 成績などの基準があり、それを満たす生徒が対象。

③ 一般入試になるので、学科試験があることが多い。

④ 多くは公立高校との併願だが、私立との併願ができる

高校もある

併願

学科試験は高校ごとに特徴があり、出題傾向も公立のものと
比べて難しいものが多い。事前に過去問などを確認したい。

入試相談あり



オープン

① 学科試験を受験する

② 推薦・単願・併願の制度を設けていない高校  

を受験する場合。

③ 推薦・単願・併願の各条件に当てはまって

いないが、それでもその高校を受験したい

 場合

学科試験は高校ごとに特徴があり、出題傾向も公立のものと
比べて難しいものが多い。事前に過去問などを確認したい。



併願

推薦

単願・専願

オープン

まとめると・・・

それぞれに受験基準
（成績、欠席数、説明
会に参加している、な
ど）がある

受験基準は基本的
になし



〔２〕私立高校

【高校の入試制度】

併願

推薦

単願・専願

オープン

受験する県に制限はありません

入試相談は必要なし

１２月に中学校と私
立高校との間で行わ
れる入試相談を行う
必要がある

１2月上旬に
私立受験校の決定



入試相談とは…

◆中学と高校の教員が、受験資格の確認をします

◆「必ず受験する」「合格したら（併願受験は条件を満たした
場合）必ず入学する必要があります。」

◆「合格」の約束ではありません。学科試験の結果や、
面接の結果、不合格になる場合もあります。

◆成績以外の条件（人物、普段の中学校生活、遅刻・
早退・欠席日数、説明会に参加しているか等）を含め
受験区分における受験資格を確認します。



推薦・併願ともに
成績の基準がある

加点制度がある高校も
⇒英検・数検・漢検
⇒説明会や体験授業への出席
⇒部活動３年間

説明会で
確認を！



他にも・・・

高等専修学校

サポート校

専門的な教育・技術を学んだり、資格を
得たり、自分のペースにあった教育を受け
ることができるなどさまざま。

受験する県に制限はありません

高等学校の卒業
の資格が得られる
のか確認



【４．入試について
その他】



【受験パターン】



【県内公立高校全体の倍率について】

昨年度倍率 １．１５倍
 

志願者  43,173人
合格者 37,334人 

公立高校が第１志望の場合
併願校として私立高校も考えてほしい



【５．必要な費用
と支援金】



高校進学の際に必要な費用

【初年度に必要な金額】
授業料（私立約４０万円、公立なし）
入学金（私立約２０万円、公立５６５０円）
施設費（私立約１５万、公立なし）
制服代、副教材、修学旅行費等
（私立、公立ともに１０万～２０万）
◎合計（私立約９５万、公立約２０万）
※私立は学校によってかなり差があります



ある私立高校で
初年度に支払う費用

入学金１９万
施設整備費１９万
授業料４５万
その他３７万
※制服・冷暖房費・修学旅行積立等

初年度合計約１２０万





授業料の補助です



【注意点】
・高校入学後に申請・支給

・入学時にかかる費用は
原則としてすべて支払う



【６．これから
の予定】



〔１〕今日から3月までの大まかな日程

時期 内容 補足

７月３日 進路説明会 今日です

7月11～18日 三者面談
資料の確認（昨年度末の成績、今年度の募
集要項）、担任と情報共有、次の面談まで
にすることの確認をします。

７月～ 学校説明会等
参加

検討されている学校の説明会や体験授業な
どに参加して、志望校を絞り込んでいきま
す。私立高校は募集要項・願書等の配付が
はじまります。

9月28日～
10月2日

前期末
三者面談

前期の成績を見ながら、志望校について話
します。志望校決定にむけて見通しを立て
ていきます。



〔１〕今日から3月までの大まかな日程

時期 内容 補足

１０月中旬
～

１１月中旬

家庭での志望校
絞り込み

進路説明会

このあたりまでに、検討されている学校の説明会
等に必ず参加して、志望校について家庭で話し合
いを進めます。受験区分・学科・コース等につい
ても検討します。
進路用成績が配付された際、志望校を速やかに決
めるための検討をする期間でもあります。
私立高校は募集要項を入手してください。
進路説明会で進路決定までの流れを確認します。

１１月下旬
～

１２月上旬

進路用成績配付
進路面談

進路面談前に進路用成績を伝えます。面談前に家
庭で話し合いをしていただき、面談で志望校につ
いて確認をします。

１２月

私立高校
入試相談

WEB出願準備

私立高校は入試相談を行い、受験資格の確認をし
ます。入試相談後の変更・取消はできません。
WEB出願のための事前登録等、出願準備がはじ
まる私立高校があります。
公立の出願サイトが稼働します（予定）。



【１２月進路面談】
11月30日(月)～12月4日(金)

・最後の３者面談
・入試についての確認の場
・私立高校を受験する場合
この面談で決定

（オープンを除く）



〔１〕今日から3月までの大まかな日程

時期 内容 補足

１月

私立推薦入試

私立併願・
一般入試出願

公立共通選抜
出願

私立推薦入試の出願・選考・発表（・手続き）
私立併願・一般入試の出願はWEBで入力した後、
印刷したものを郵送するという場合が多いです。

公立共通選抜の出願期間です（WEB出願）。

２月

私立併願・
一般入試

公立共通選抜
試験・発表

私立併願・一般入試の選考・発表・手続き
私立併願・一般入試の試験が行われ、合否の発
表があります。
公立共通選抜試験が行われ、発表も行われます。

３月

公立共通選抜
手続き
二次募集

定通分割選抜

公立の二次募集、定通分割選抜が行われます。



〔２〕夏休みに取り組んでおいてほしいこと

説明会等に参加

希望する学校を
複数挙げておく

進路先を考える できるだけ具体名
を挙げましょう！

第1希望が必ず通
るわけではありませ
ん。あらかじめ考え
ておくと何かあった
ときにスムーズに
進みます

できるだけ参加し
ましょう



〔３〕学校説明会に参加するときの心構え

◆ 事前の日程確認

◆ 保護者同伴が望ましい（場合による）

◆ 記録を残す（もらった名刺は保管を）

◆ 身だしなみに注意
●服装・・・制服・ベルト・靴下・靴

              スカート丈の仕立て直し
●髪型
●自転車で移動はしない



◆ 生活面の見つめ直し（服装・言葉遣い）

◆ 家庭での会話（将来について話し合う）

◆ 授業を大切に、提出課題への取り組み、
 学習時間を増やす（塾以外でも）

〔４〕今、できること



◆ 私立高校、基準・選考方法が昨年度
までと変更される可能性があります。

【その他の確認事項】

◆ 私立高校でも、エントリーシート、小論
文、意見文など自己表現の導入が増え
ています。

◆ 学校説明会等が、予約制・先着順
になった学校が増えています。

◆ 公立共通選抜はＷＥＢ出願です。



◆ 面談期の予定の調整をお願いします。

【ご家庭へのお願い】

◆ ご家庭の通信環境を確認してください。
ＨＰ等での情報収集も随時お願いします。

◆ 子どもの気持ちの変化をくみ取りな
がら話し合いを進めてください。

◆ 面談では、志望校が不合格であった
ときのお話もさせていただきます。



２月までほぼ毎週発行します



本日はありがとうございました。
ご不明な点がありましたら遠慮なく
お尋ねください。
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